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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 39,656 27.2 10,259 42.7 10,462 51.1 7,330 52.2

2021年3月期第3四半期 31,181 △0.3 7,191 3.7 6,925 △1.7 4,817 △1.7

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期 7,897百万円（61.7％） 2021年3月期第3四半期 4,883百万円（3.4％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 207.18 －

2021年3月期第3四半期 135.69 －

2022年3月期第3四半期 13,490百万円 2021年3月期第3四半期 10,931百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 82,015 71,134 86.7 2,018.36

2021年3月期 76,032 66,169 87.0 1,863.74

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 71,134百万円 2021年3月期 66,169百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 － 23.00 － 25.00 48.00

2022年3月期 － 25.00 －

2022年3月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,000 25.6 13,800 43.3 14,000 43.6 9,800 43.9 277.24

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

通期 18,250百万円（24.5％）

1．2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

（参考）減価償却前連結営業利益（連結営業利益＋減価償却費）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

3．2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（参考）減価償却前連結営業利益（連結営業利益＋減価償却費）



（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Ｑ 35,511,000株 2021年3月期 35,511,000株

②  期末自己株式数 2022年3月期3Ｑ 267,425株 2021年3月期 7,383株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Ｑ 35,382,580株 2021年3月期3Ｑ 35,503,618株

※  注記事項

（注）簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の有無となります。

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「2．四半期連結財務諸表及び主な注記(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

（4）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ．2「1．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧下さい。
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1．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間における経済環境は、欧米では、経済活動の正常化が進んでいたものの、新型コロナ

ウイルス感染症の変異ウイルスの蔓延によりロックダウン等の社会活動の抑制が行われる状況となりました。さら

にインフレの進行と対応する金融政策の変更の影響も併せて、経済への影響が懸念される状況となっています。中

国では、感染拡大の抑え込みを継続していますが、様々な経済の課題が顕在化し経済成長は鈍化しつつあります。

他のアジア地域では、台湾は半導体を中心に経済は好調ですが、東南アジアにおいては感染が拡大し様々な業界の

サプライチェーンに影響を及ぼしています。日本経済は、ワクチン接種の普及により感染者が減少に転じ、緊急事

態宣言の解除後に社会活動の正常化が始まりましたが、変異ウイルスの蔓延により感染者が急増し、再び社会活動

を抑制せざるを得ず、個人消費や経済活動の本格的な回復は見通せない状況が続いています。

世界経済は全般的には回復傾向にありますが、資源、エネルギー価格の高騰や、海運等を中心とした物流の混

乱、これらに伴う穀物、原料、資材等の価格高騰や調達不安、中国経済の成長鈍化、半導体の供給不安、米中対立

を軸にその他にも政治的な対立が継続、顕在化しており、先行きの不透明さはさらに増加しています。

このような情勢下、当社グループは従業員の健康・安全を最優先に配慮した上で、感染対策を徹底して事業の継

続に注力するとともに、成長を持続するため各事業において、設備投資計画の推進、既存設備の維持・強化、原料

の安定確保による供給体制の強化、コストダウンや効率化、新製品の開発の取り組みを進めました。さらに管理体

制、ガバナンス体制の整備を進め、経営基盤の一層の強化に取り組みました。

この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は39,656百万円（前年同期比27.2％増、8,475百万円増）となりま

した。営業利益は10,259百万円（同42.7％増、3,067百万円増）、経常利益は10,462百万円（同51.1％増、3,536百

万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、7,330百万円（同52.2％増、2,513百万円増）となりました。

売上高、営業利益は、後述の各セグメントの要因により増収増益となりました。経常利益は営業利益増加の要因

に加え為替差益の計上により増益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益の計

上の影響も加わり増益となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第1四半期連結会計期間の期

首から適用しています。詳細については、「2．四半期連結財務諸表及び主な注記(4)四半期連結財務諸表に関する

注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

当社グループの報告セグメントの業績は、次のとおりです。

（ライフサイエンス事業）

ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が22,462百万円（前年同期比31.0％増、5,310百

万円増）、営業利益は3,303百万円（同34.0％増、837百万円増）となりました。

日本においては、原料価格の高騰は継続し、原料価格に連動して販売価格が変動する契約となっている製品の販

売単価が上昇しました。さらに、原料価格、輸入価格の高騰に対してその他の製品においても価格改定を行いまし

た。国内景気の持ち直しによる需要の増加に加え、鹿島事業所のリンゴ酸新設備の稼働に伴いリンゴ酸の売上も輸

出を中心に大幅に増加し、円安の効果もあり売上高は増加しました。海外子会社においても、中国、米国の需要の

回復、各国でのシェアアップ、販売促進の取り組みを進め、円安による円換算後の増加効果もあり、売上高は前四

半期連結累計期間を上回りました。営業利益は、各国において原料価格の上昇は継続し、円安による調達価格上昇

の影響があったものの、売上高の増加に加え、コスト面では新規設備の減価償却費は減少に転じており、稼働率向

上による製造原価の低減効果により、前四半期連結累計期間を上回り増収増益となりました。

（電子材料および機能性化学品事業）

電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が17,194百万円（前年同期比22.6％

増、3,164百万円増）、営業利益は8,020百万円（同40.8％増、2,324百万円増）となりました。

半導体市場は米中対立、半導体の供給不足等の懸念材料はあるものの、デジタル化の進展に伴うIT需要の増加に

より、引き続き堅調に推移しました。当社製品の超高純度コロイダルシリカは、半導体の微細化の進展に伴い採用

は増加しています。世界的な海運の混乱は輸出へ大きく影響したものの、売上は順調に推移しました。在宅勤務の

普及によるトナー需要減退の影響を受けたナノパウダーの売上は減少しましたが、超高純度コロイダルシリカの売

上増加により売上高は前四半期連結累計期間を上回りました。営業利益は、原料価格が大幅に上昇し製造コストに

大きく影響があったものの、売上高の増加、新規設備の減価償却費の減少、増産によるコストダウン効果により、

前四半期連結累計期間を上回り増収増益となりました。
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売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

当期純利益

1株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

48,600

百万円

11,500

百万円

11,530

百万円

7,900

円　銭

223.49

今回修正予想（Ｂ） 53,000 13,800 14,000 9,800 277.24

増減額（Ｂ－Ａ） 4,400 2,300 2,470 1,900 －

増減率（％） 9.1 20.0 21.4 24.1 －

（ご参考）前期実績

（2021年３月期）
42,209 9,632 9,746 6,808 191.75

会社名

事業所

（所在地）

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額
資金調達

方法

着手及び完了予定

総額

（百万円）

既支払額

（百万円）

着手

（年月）

完了

（年月）

扶桑化学工業㈱

鹿島事業所

（茨城県神栖市）

電子材料お

よび機能性

化学品事業

超高純度コロ

イダルシリカ

製造設備およ

び付帯設備

18,000 5,649

（注）

自己資金 2021年8月 2023年4月

扶桑化学工業㈱

京都事業所

（京都府福知山市）

電子材料お

よび機能性

化学品事業

超高純度コロ

イダルシリカ

製造設備およ

び付帯設備

10,000 － 自己資金 2022年8月 2024年4月

（2）財政状態に関する説明

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5,982百万円増加し、82,015百万円となりまし

た。これは主に、鹿島事業所の設備投資等に係る建設仮勘定の増加によるものです。

負債については、前連結会計年度末に比べ1,017百万円増加し、10,880百万円となりました。これは主に、大阪

工場の設備投資等に係る設備関係未払金の増加によるものです。

純資産については、前連結会計年度末に比べ4,964百万円増加し、71,134百万円となりました。これは主に、自

己株式の取得を行ったものの、利益剰余金の増加額がこれを上回ったためです。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年3月期の連結業績予想につきまして、2021年8月16日に公表した業績予想を以下のとおり修正いたします。

2022年3月期通期連結業績予想数値の修正（2021年4月1日～2022年3月31日）

（参考）減価償却前連結営業利益（連結営業利益＋減価償却費）　（％表示は増減率）

今回修正予想　18,250百万円（12.8％）　前回発表予想 16,180百万円

（修正の理由）

ライフサイエンス事業は、米国、中国、日本の経済回復により需要が回復し、リンゴ酸の輸出は順調に増加して

おり、海外子会社の売上も堅調に推移しています。利益面では、原料価格の上昇によるコストアップの影響はある

ものの、売上の増加による影響、増産によるコストダウン効果、海外子会社の収益も堅調に推移し、計画を上回る

見込みです。電子材料および機能性化学品事業におきましても、旺盛な半導体需要により主力製品である超高純度

コロイダルシリカの販売が好調に推移しています。利益面でも、原料価格の大幅な上昇によるコストアップの影響

はあるものの、売上の増加、増産によるコストダウン効果により計画を上回る見込みのため、これらの状況を踏ま

え通期の連結業績予想を上方修正いたします。

（4）その他

（重要な設備の新設等）

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設等について、当第3四半期連結累計期間に変更があ

ったものは次のとおりです。また、当第3四半期連結累計期間に新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとお

りです。

（注）既支払額を変更しています。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,594,582 20,106,855

受取手形及び売掛金 10,546,322 13,786,078

有価証券 111,938 116,285

商品及び製品 6,390,775 7,132,116

仕掛品 482,774 486,125

原材料及び貯蔵品 1,667,693 2,453,926

その他 346,171 727,670

貸倒引当金 △9,027 △11,147

流動資産合計 45,131,230 44,797,910

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,022,872 9,540,370

機械装置及び運搬具（純額） 8,117,855 6,866,420

土地 6,891,883 6,895,949

建設仮勘定 453,627 8,487,238

その他（純額） 438,001 449,882

有形固定資産合計 25,924,241 32,239,861

無形固定資産 2,186,540 1,917,858

投資その他の資産

投資有価証券 1,161,405 1,268,203

長期前払費用 225,426 532,005

繰延税金資産 1,113,889 989,201

退職給付に係る資産 115,077 95,247

その他 174,615 174,759

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,790,414 3,059,417

固定資産合計 30,901,196 37,217,138

資産合計 76,032,427 82,015,049

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,027,968 2,543,068

未払金 1,495,871 1,356,922

設備関係未払金 1,067,563 1,775,025

未払法人税等 1,588,545 1,747,027

賞与引当金 644,980 373,418

役員賞与引当金 54,360 93,800

修繕引当金 327,865 282,862

その他 629,105 673,926

流動負債合計 7,836,259 8,846,052

固定負債

繰延税金負債 178,135 169,478

退職給付に係る負債 1,534,544 1,566,960

長期設備関係未払金 196,952 185,873

資産除去債務 8,289 8,289

その他 108,657 103,958

固定負債合計 2,026,579 2,034,560

負債合計 9,862,838 10,880,612

純資産の部

株主資本

資本金 4,334,047 4,334,047

資本剰余金 4,820,722 4,820,722

利益剰余金 55,121,274 60,627,598

自己株式 △4,771 △1,112,561

株主資本合計 64,271,272 68,669,806

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 475,600 553,637

繰延ヘッジ損益 16,513 14,749

為替換算調整勘定 1,406,202 1,896,242

その他の包括利益累計額合計 1,898,315 2,464,629

純資産合計 66,169,588 71,134,436

負債純資産合計 76,032,427 82,015,049
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年4月1日

  　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年4月1日

  　至　2021年12月31日)

売上高 31,181,193 39,656,407

売上原価 18,993,815 23,692,532

売上総利益 12,187,377 15,963,874

販売費及び一般管理費 4,995,611 5,704,269

営業利益 7,191,766 10,259,604

営業外収益

受取利息 17,836 12,570

受取配当金 25,245 30,836

受取手数料 7,407 7,710

受取賃貸料 10,152 8,283

為替差益 － 142,749

その他 12,289 5,601

営業外収益合計 72,931 207,751

営業外費用

貸倒引当金繰入額 3 －

為替差損 329,493 －

減価償却費 1,979 1,945

投資事業組合運用損 － 2,491

その他 7,342 784

営業外費用合計 338,819 5,221

経常利益 6,925,878 10,462,134

特別利益

固定資産売却益 92 955

投資有価証券売却益 － 89,437

会員権売却益 － 272

受取保険金 467 －

補助金収入 3,297 －

特別利益合計 3,857 90,665

特別損失

固定資産売却損 3 －

固定資産除却損 29,307 18,922

投資有価証券評価損 439 428

特別損失合計 29,749 19,351

税金等調整前四半期純利益 6,899,985 10,533,449

法人税、住民税及び事業税 2,020,671 3,106,896

法人税等調整額 61,563 95,690

法人税等合計 2,082,235 3,202,587

四半期純利益 4,817,750 7,330,861

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,817,750 7,330,861

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年4月1日

  　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年4月1日

  　至　2021年12月31日)

四半期純利益 4,817,750 7,330,861

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 71,533 78,037

繰延ヘッジ損益 △6,075 △1,764

為替換算調整勘定 168 490,040

その他の包括利益合計 65,627 566,313

四半期包括利益 4,883,377 7,897,175

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,883,377 7,897,175

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年4月1日

  　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年4月1日

  　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,899,985 10,533,449

減価償却費 3,740,226 3,231,028

貸倒引当金の増減額（△は減少） △691 1,753

賞与引当金の増減額（△は減少） △217,608 △274,938

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,195 39,440

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △24,860 52,311

修繕引当金の増減額（△は減少） △75,010 △45,002

受取利息及び受取配当金 △43,081 △43,406

為替差損益（△は益） 279,984 △126,072

固定資産売却損益（△は益） △89 △955

固定資産除却損 29,307 18,922

投資有価証券売却損益（△は益） － △89,437

投資有価証券評価損 439 428

会員権売却損益（△は益） － △272

投資事業組合運用損益（△は益） － 2,491

受取保険金 △467 －

補助金収入 △3,297 －

売上債権の増減額（△は増加） △834,620 △3,122,341

棚卸資産の増減額（△は増加） △197,535 △1,364,154

仕入債務の増減額（△は減少） △377,617 486,724

未払金の増減額（△は減少） 76,381 △158,932

その他 521,554 △438,088

小計 9,766,804 8,702,947

利息及び配当金の受取額 49,545 44,689

保険金の受取額 467 －

補助金の受取額 3,297 －

法人税等の支払額 △2,010,553 △2,938,261

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,809,561 5,809,376

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △770,587 △1,484,495

定期預金の払戻による収入 636,944 1,324,688

有価証券の取得による支出 △214,342 △112,322

有価証券の売却による収入 202,670 112,322

有形固定資産の取得による支出 △1,574,091 △8,513,544

有形固定資産の売却による収入 109 1,221

無形固定資産の取得による支出 △298,336 △212,706

投資有価証券の取得による支出 △57,658 △9,874

投資有価証券の売却による収入 － 106,634

長期貸付金の回収による収入 59 0

その他 △4,866 △28,882

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,080,096 △8,816,959

（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年4月1日

  　至　2020年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年4月1日

  　至　2021年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △76 △1,107,790

配当金の支払額 △1,630,617 △1,766,122

リース債務の返済による支出 △4,236 △4,234

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,634,930 △2,878,147

現金及び現金同等物に係る換算差額 △282,181 213,998

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,812,352 △5,671,732

現金及び現金同等物の期首残高 16,083,028 24,835,971

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,895,380 19,164,238
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年8月23日開催の取締役会決議に基づき、自己株式260,000株の取得を行いました。この結果、当第

3四半期連結累計期間において自己株式が1,107百万円増加し、当第3四半期連結会計期間末において自己株式が

1,112百万円となっています。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財ま

たはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただし、収益認識会

計基準第86項に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどす

べての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。また、収益認識会計基準第86項また

書き(1)に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての

契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第1四半期連結会計期間の期首の

利益剰余金に加減しています。

　この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高が103百万円、売上原価が66百万円、営業利益、経常利益および税

金等調整前四半期純利益が36百万円、それぞれ減少しています。また、利益剰余金の当期首残高は55百万円減少し

ています。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号および「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することとしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ライフサイエ
ンス事業

電子材料およ
び機能性化学

品事業
計

売上高

外部顧客への売上高 17,151,409 14,029,783 31,181,193 － 31,181,193

セグメント間の内部売上高又
は振替高 － 222 222 △222 －

計 17,151,409 14,030,006 31,181,415 △222 31,181,193

セグメント利益 2,466,233 5,696,143 8,162,376 △970,610 7,191,766

減価償却費 1,232,892 2,486,965 3,719,858 20,368 3,740,226

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ライフサイエ
ンス事業

電子材料およ
び機能性化学

品事業
計

売上高

外部顧客への売上高 22,462,089 17,194,317 39,656,407 － 39,656,407

セグメント間の内部売上高又
は振替高 － － － － －

計 22,462,089 17,194,317 39,656,407 － 39,656,407

セグメント利益 3,303,778 8,020,928 11,324,706 △1,065,102 10,259,604

減価償却費 1,077,952 2,128,278 3,206,231 24,796 3,231,028

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第3四半期連結累計期間（自  2020年4月1日  至  2020年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．セグメント利益の調整額は、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△970,610千円、その他0千円です。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ  当第3四半期連結累計期間（自  2021年4月1日  至  2021年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．セグメント利益の調整額は、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△1,065,102千円です。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

3．報告セグメントの変更等に関する事項

　（会計方針の変更）に記載のとおり、第1四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」

（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業

セグメントの利益または損失の測定方法を同様に変更しています。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第3四半期連結累計期間の「ライフサイエンス事業」の売上高が

42百万円減少しましたが、セグメント利益に変更はありません。また、「電子材料および機能性化学品事

業」の売上高が61百万円、セグメント利益が36百万円それぞれ減少しました。
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